
日本心臓財団では日本循環器学会の後援のもとに
バイエル薬品株式会社の協力を得て、循環器疾患の
研究に携わる35歳未満の研究者が海外の研究機関に
留学し、研究を行うための助成事業を実施しており、
19回目を迎えました。
今回は全国より21名の応募申請があり、1月26日に
当財団会議室で選考委員会が開かれ、下記の10名が
選考されました。
贈呈式は来る3月26日、名古屋で開催される第70回

記念日本循環器学会総会・学術集会（会長：藤原久
義岐阜大学医学研究科教授）時に行われます。
助成金はそれぞれ300万円です。

● 財団法人日本心臓財団 ●
〒100－0005  東京都千代田区丸の内3－4－1  新国際ビル835区－A  

○ Tel 03-3201-0810    ○ Fax 03-3213-3920    ○ e-mail:info@jhf.or.jp   ○ http://www.jhf.or.jp/  
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日本心臓財団・バイエル薬品 海外留学助成対象者決定10名を選考日本心臓財団・バイエル薬品 海外留学助成対象者決定10名を選考
第
19
回

第
19
回

選考委員（敬称略）

委員長 竹下　　彰 麻生飯塚病院顧問

委　員 上松瀬勝男 駿河台日本大学病院循環器科客員教授

北畠　　顕 カレスサッポロ臨床研究担当顧問

木之下正彦 草津総合病院院長

泰江　弘文 熊本加齢医学研究所所長

（五十音順）

助成対象研究者
（五十音順・敬称略）

（33歳） 

（33歳） 

（32歳） 

（31歳） 

（33歳） 

（33歳） 
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（32歳） 
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石橋　　哲 

猪又　兵衛 

岩　　真佳 

小川　愛子 

川村　晃久 

小板橋紀通 

佐藤　公雄 

為広　紀正 

藤谷　昌司 

松本　泰治 

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 
脳神経機能病態学 日本学術振興会特別研究員 

国立国際医療センター研究所 
流動研究員 

関西医科大学 
第一病理・第二内科 研究員 
 
岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 
循環器内科 客員研究員 
 
京都大学大学院 医学研究科 
循環器内科 客員研究員 

群馬大学大学院 医学系研究科 
臓器病態内科学 医員 

東北大学大学院 医学系研究科 
循環器病態学 大学院生 

医薬基盤研究所 派遣研究員 

千葉大学大学院 医学研究院 
神経生物学 助手 

広島赤十字・原爆病院 
循環器科 医員 

内因性神経前駆細胞の制御による脳梗塞に 
対する神経再生治療法の開発 

血管における酸化ストレスの役割についての生化学、 
分子生物学などの手法を用いた研究 

心血管再生におけるNotch/Wntシグナルの役割 

肺高血圧症の根本治療薬の開発 
－分子薬理学的ならびに臨床的研究－ 

初期胚及びES細胞における心筋前駆細胞の 
同定とその遊走・増殖・分化制御機構の解明 

心臓拡張不全を規定する因子の解明と治療への応用 
－分子細胞レベルの変化から心臓の力学的特性へ－ 

炎症関連新規蛋白Cyclophilin Aの 
血管病変進展における役割 

動脈硬化と膜ABCトランスポーターを 
介したシグナリングの関与 

p75を介したシグナル制御による脳卒中モデル 
動物における軸索再生療法の開発 

心疾患における心臓リハビリテーションの 
有効性の検討 

国立衛生研究所（米国） 

エモリー大学（米国） 

フランクフルト大学（ドイツ） 

カリフォルニア大学 
サンディエゴ校 （米国） 

ソーク生物学研究所 
（米国） 

ジョンス・ホプキンス医学 
研究所（米国） 

ロチェスター大学 
心血管研究所（米国） 

ハーバード大学マサチュー 
セッツ総合病院（米国） 

トロント大学 
（カナダ） 

ライプツィヒ大学 
ハートセンター（ドイツ） 

番号 氏　　名 所　　属 研　究　課　題 留　学　先 
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助成対象研究者
（五十音順・敬称略）

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12

石川　利之 

鵜野起久也 

熊谷　浩司 

栗田　隆志 

佐々木玲聡 

副島　京子 

田山　信至 

内藤　滋人 

新田　順一 

平木　達朗 

藤森　完一 

山縣　俊彦 

（49歳） 

（46歳） 

（40歳） 

（46歳） 

（34歳） 

（42歳） 

（40歳） 

（47歳） 

（45歳） 

（46歳） 

（36歳） 

（41歳） 

横浜市立大学附属病院循環器内科CCU助教授 

札幌医科大学医学部第二内科講師 

東北大学大学院循環器病態学助手 

国立循環器病センター心臓血管内科医長 

順天堂大学医学部附属順天堂医院助手 

慶應義塾大学循環器内科心臓病先進治療学講師 

済生会熊本病院心臓血管センター医長 

群馬県立心臓血管センター循環器内科第2部長 

さいたま赤十字病院循環器科部長 

大牟田市立総合病院循環器科部長 

仙台循環器病センター循環器科医長 

山口県立総合医療センター循環器内科部長 

所　属・職　名 番号 氏　　名 

選考委員（敬称略）

委員長 下村　克朗 大阪回生病院顧問

委　員 田中　茂夫 狭山中央病院院長

中田八洲郎 湘南東部クリニック院長

松浦雄一郎 広島大学名誉教授

第2回 日本心臓財団 Cardiac Rhythm Management
短期海外研修助成対象者決定　12名を選考

日本心臓財団では、日本ガイダント株式会社の

協力のもと、わが国の循環器領域の臨床研究者が、

欧州の基幹施設にて、電気生理学および関連分野

において最先端の循環器臨床治療を経験すること

を目的とした約1週間の短期海外研修助成を実施し

ています。

不整脈および心不全等のデバイス療法に焦点を

あてたCardiac Rhythm Management分野に従事する

50歳以下の研究者を対象に募集しましたところ、次

の12名（五十音順・敬称略）が助成対象者に決定し

ました。研修先はドイツのバードユーハウゼン心

臓病研究所です。

（五十音順）

第70回記念 日本循環器学会総会・学術集会「市民公開講座」

心と食生活の重要性－生活習慣病予防を目指して－

お申込み方法

●参加ご希望の方は①郵便番号、②住所、③電話番号、④氏名（ふりがな）、
⑤年齢、⑥職業、⑦複数参加の場合は参加者全員の①～⑥をご記入の上、
官製ハガキ、FAX、またはEメールにて下記宛にお申込み下さい。

●申し込みの際は、楷書でお書き下さい。
●申込締切は3月10日（金曜日）当日消印有効
■ハガキでのお申込みは ..................下記「お問合せ先」住所まで。
■ FAXでのお申込みは......................03-3573-2064
■ Eメールでのお申込みは.................event@kk-kyowa.co.jp
◇ ご質問のある方は、お申し込みの際に⑧お尋ねしたい先生のお名前、⑨
質問内容も明記して下さい。

◇応募者多数の場合は、抽選を行いますのでご了承下さい。当選者発表
は招待状の発送をもってかえさせて頂きます。尚、「ご招待状」１枚につ
き1名様限り有効です。（3月上旬発送予定）

お問合せ先
〒105-0004 東京都港区新橋2-20 新橋駅前ビル1号館5階
（株）協和企画コンベンション事業局内
「第70回記念日本循環器学会市民公開講座」事務局H係
TEL.03-3573-2060（土・日・祝日を除く9：00～18：00）

●主催：第70回記念 日本循環器学会総会・学術集会、日本心臓財
団、日本学術会議循環器学研究連絡委員会、朝日新聞社

●後援：愛知県、名古屋市、日本医師会、愛知県医師会、岐
阜県医師会

●協賛：三共株式会社

日　時：2006年3月26日（日）
16：00～18：00（受付開始：15：00）

会　場：名古屋国際会議場 センチュリーホール
〒456-0036 名古屋市熱田区熱田西町1-1
TEL.052-683-7711

定　員：1,500名様（参加費無料）

プログラム：
1.「世界調査でわかった健康寿命を延ばす食べ方上手」

家森　幸男 先生
（WHO循環器疾患専門委員・京都大学名誉教授）

2.「輝いた生き方」

日野原　重明 先生
（聖路加国際病院理事長）
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日　　時： 2006年3月25日（土）・26日（日）10：00～16：00

会　　場： アスナル金山 アスナルホール

名古屋市中区金山1-17-1（金山駅前）

○主　催： 第70回記念日本循環器学会総会・学術集会、

日本心臓財団

○後　援： 愛知県、名古屋市、愛知県医師会

岐阜県医師会、中日新聞社

【実施内容（予定）】～見て、触れて、体験しながら心臓病を予防しよう～

■心臓病相談コーナー（無料、要事前申し込み）

日本循環器学会認定循環器専門医による心臓病に関する相談会

■展示・体験コーナー（無料、事前申し込み不要）

血圧・体脂肪率・血糖測定などの健康測定＆体験コーナー

最新の心臓病検査機器や治療機器の展示

AED（自動体外式除細動器）機器の展示および実演、など

ハガキ、ファクス、ホームページのいずれかでお申し込みいただけます。
ハガキ、ファクスの場合：
ハガキまたはファクスに「心臓病相談コーナー参加希望」と明記のうえ、
○ご希望日時区分の第一希望と第二希望（右の日時区分①～⑧よりお選びください）
○氏名（ふりがな） ○郵便番号　○住所　○電話番号　○ファクス番号

をご記入のうえ下記までお申し込みください。
※複数名様の相談をご希望される場合には、人数分の申し込みが必要です。※申込み時にいただいた個人情報は、ご招待状の発送および運営事務局からのご連絡以外の目的では使用致しません。

◎ハガキの宛先：〒142-0041東京都品川区戸越3-3-12 ハート博2006相談コーナーZ係
◎ファクス番号：03-3781-8347（相談コーナーZ係とご記入ください）
◎締 め 切 り：定員になり次第、締め切らせていただきます。申込み多数の場合には抽選とさせていただきます。ご当選された方には、ご招待状の発送を

もって発表とかえさせていただきます。ご招待状は3月上旬頃より順次発送致します。
※相談時間はお一人につき、約20分以内とさせていただきます。※「相談日時」は、ご招待状に明記致します。なお、ご希望の日時区分に添えない場合もございます。予めご了承ください。

◎お問い合わせ：ハート博2006運営事務局　TEL. 03-3781-8397（土・日・祝を除く月～金、10:30～17:30）
◎ホームページ：http://www.chaiandsons.com/heart-fair.html

第70回記念 日本循環器学会総会・学術集会
市民のための記念イベント「ハート博2006」

『心臓病相談コーナー』にて相談をされたい方を募集しています（無料）

〈ご希望日時区分〉
25日（土）①10:00～12:00 ②12:00～14:00

③14:00～16:00 ④どの時間帯でもよい
26日（日）⑤10:00～12:00 ⑥12:00～14:00

⑦14:00～16:00 ⑧どの時間帯でもよい

日　時：2006年3月25日（土）13：30～16：30
会　場：ホテルグランコート名古屋 7階 ザ・グランコートⅠ、Ⅱ
プログラム：
１．特別講演「万博とＡＥＤ」
２．心肺蘇生法事例報告
３．心肺蘇生法実習「AEDを使用した心肺蘇生法のやり方」
４．まとめ

日　時：2006年3月25日（土）14：00～16：00
会　場：ホテルグランコート名古屋 7階 ザ・グランコートⅢ
プログラム：
１.「ヒトはなぜタバコを吸うようになったか」
２.「喫煙の害と禁煙の効果」
３.「ひっそり始める禁煙実践ガイド」

いずれも参加費無料。住所・氏名・年齢を明記の上、下記までハガキ、ＦＡＸ、メールにて3月10日必着でお申し込みください。
一通で複数名お申し込みの場合はお連れ様のお名前もお書きください。事前に招待状をお送り致します。
【お申込み先】〒460-0004 名古屋市中区新栄町2-13栄第一生命ビル8F 株式会社コングレ中部支社内

心肺蘇生法にお申し込みの場合は「日本循環器学会SS係」宛／禁煙推進にお申し込みの場合は「日本循環器学会KS係」宛
FAX：052-950-3370 E-Mail：jcs70@congre.co.jp （お問い合せのみ／TEL：052-961-4551）

応募要領

日本循環器学会関連 市民公開講座（同時開催）

「つなげ！命の鎖」

■第4回心肺蘇生法市民公開講座

「タバコの歴史と現状―禁煙に向けて―」

■第4回禁煙推進市民公開講座

心臓の刺激伝導系を発見し、ペースメーカーの父
として世界的に知られる田原淳博士の業績を顕彰し、
心臓病に関する講演会や研究会、ペースメーカー植
え込み者に対する健康相談などを行うことを目的に、
「ペースメーカーの父・田原淳の会」（NPO法人申請
中）が発足され、広報誌「田原通信」創刊号が発行
されました。

事務所（入会受付）：大分県由布市挟間町医大ヶ丘１
大分大学医学部看護学科健康科学教室　島田達生
TEL / FAX：097-586-5032
E-mail：tshimada@med.oita-u.ac.jp
入会金：なし
年会費：正会員 1,000円、団体会員 10,000円

「ペースメーカーの父・田原淳の会」発足のお知らせ
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当財団は地球環境保護を重要と考え、この季報には再生紙を使用しております。

ご支援ありがとうございますご支援ありがとうございます

心臓病、脳卒中など循環器疾患の予防制圧をめざす日本心臓財団の事業の維持と発展にご協力下さるため賛助会にご加入
いただき、ご支援を賜っております企業・団体は下記のとおりです。 （今年度分：五十音順）

当財団の賛助会にご協力いただいている企業・団体一覧

当財団へのご寄付

次の方からご寄付を頂戴しました。ここにご芳名を記
して感謝の意を表します。 （2005年11月～2006年 1 月）

本年度もご支援をいただいた方のご芳名を掲載します。
（敬称略：2005年11月 1 日～2006年 1 月31日）

当財団をご支援くださる方

旭化成ファーマ（株）

アステラス製薬（株）

アストラゼネカ（株）

サノフィ・アベンティス（株）

エーザイ（株）

エドワーズライフサイエンス（株）

大塚製薬（株）

小野薬品工業（株）

オムロンヘルスケア（株）

花王（株）

関西電力（株）

救心製薬（株）

杏林製薬（株）

（株）協和企画

協和醗酵工業（株）

麒麟麦酒（株）

（株）ゲッツブラザーズ

興和（株）

三共（株）

（株）ジェイティービー

ジョンソン・エンド・ジョンソン（株）

塩野義製薬（株）

（株）スズケン

（株）世界貿易センタービルディング

ゼリア新薬工業（株）

第一製薬（株）

大正製薬（株）

大日本住友製薬（株）

太平洋セメント（株）

大鵬薬品工業（株）

武田薬品工業（株）

田辺製薬（株）

中央建物（株）

中外製薬（株）

中部電力（株）

帝人ファーマ（株）

テルモ（株）

トーアエイヨー（株）

東京海上日動火災保険（株）

東京電力（株）

東芝メディカルシステムズ（株）

鳥居薬品（株）

日研化学（株）

（株）日清製粉グループ本社

（社）日本医師会

日本ガイダント（株）

日本軽金属（株）

日本ケミファ（株）

日本光電工業（株）

日本心臓ペースメーカー

友の会

日本新薬（株）

日本製紙（株）

日本生命保険（相）

日本ベーリンガーインゲルハイム（株）

日本メドトロニック（株）

バイエル薬品（株）

万有製薬（株）

ファイザー（株）

フクダ電子（株）
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書籍紹介
「お医者さんも知らない治療法教えます」

田辺功著 西村書店

著者の田辺氏は、長い間、医療関連の記者
をしている人で、心臓財団にも古くから多くの
提言をいただいています。この本には、ここ数
年間に著者が朝日新聞で紹介した記事を中心
に、さまざまな難治性の疾患に対する新しい治療法を掲載
されています。「お医者さんも知らない治療法」と謳うくらい
ですから、学会で否定されている治療法、エビデンスのない
治療法も多くあります。しかしながら、ここに書かれている
治療法は、かなりの医療知識を持つ著者が、自分の目で確
かめて、多くの患者さんのために紹介すべきだと確信した
ものです。
医師にとって、標準治療としてのエビデンスは重要ですが、
患者にとっては、自分の病気に関して、どんな小さな情報も
ほしいと思っていることでしょう。その意味でこの本は、医
師にも患者にも、治療の判断材料の一つとして、著者が労し
て得た貴重な情報を与えてくれると思われます。（Y.H）

「風にのって―死から蘇ったそのとき」

堀江良一著 ユア・サイエンス社

脳動脈瘤破裂により心停止状態で病院に
運ばれながら、数度の手術を経て奇跡的に
生還した堀江医師自身の経験談。
音楽を愛する著者ならではの軽快な文章
に乗せられて読み進んでいくと、随所に挟み込まれる詳
細なカルテの記載（このあたりが著者自身が脳外科医な
らでは）に、まさに死に直面した状況下での治療だった
ことが窺われます。そして心を打たれるのは、家族の必
死の祈りと、それを包み込み、その上で冷静に患者の状
態を記録する看護師の眼の温かさと正確さです。
この生還への奇跡を、著者は神仏や自然に対する畏敬
の念をこめて語っていますが、もし、堀江医師を生還さ
せたのが神の意思であるならば、それは科学の限界を超
えた世界を知った医師を、これからの社会が必要として
いるからかもしれません。（Y.H）


